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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

 

              「DX とは？」 

                         学年主任 植原孝仁 

最近、「DX」という言葉を見たり聞いたりする機会が増えたと感じます。DX？デラックス？などと言って

いると笑われそうですね。DX がこれだけ一般社会に浸透すると、大学受験の面接で聞かれるかもしれませ

んし、高校生の皆さんも少し考えてみてほしいと思います。 

DX とは、Digital Transformation の略で、デジタル技術を活用して業務プロセスを改善し、新たな価値

を生み出すことを指します。ちなみに、「DT」ではなく「DX」と表記されるのは、英語圏では交差するとい

う意味を持つ「trans」を「X」と略す習慣があるためだそうです。DX は、ICT 化とは異なり単に既存の業

務プロセスをデジタル化するだけでなく、組織全体を変革することを目的としています。AI（Artificial 

Intelligence＝人工知能）やロボット技術、IoT（Internet of Things）、ビッグデータ、５G（第 5世代移

動通信システム）、自動運転・ADAS（先進運転支援システム）、リアルタイム翻訳などのデジタル技術を活

用して、新しい製品やサービスを開発したり、ビジネスモデルを変革したりすることができます。DX は、

企業や組織がデジタル技術を活用して、社会や人々の生活をより良いものに変革することを目指していま

す。 

「DX」という言葉を最初に用いたのは、スウェーデンのウメオ大学のエリック・ストルターマン教授で

す。2004年に発表した論文の中で同氏は、DX について「IT の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良

い方向に変化させる」と記述しています。現代社会は Society 5.0（超スマート社会）に向けた途上にあり

ます。それには社会の DX 化は欠かせず、DX は今後ますます注目される分野です。これからの社会を担う

君たち高校生とって理解が必要な重要なテーマだと思うので、繰り返しになりますが理解のためのポイント

をあげておきます。 

 

・DX は、単なる ICT 化とは違う。 

・DX は、組織全体の変革を目指す。 

・DX は、企業だけでなく自治体でも取り組まれている。 

・DX によって、業務の効率化や新たなビジネスモデルの創出が可能になる。 

・DX には、人工知能やロボット技術、IoT などの技術が活用される。 

・DX によって、社会全体がより便利で快適なものになる可能性がある。 

 

DX というと企業の生産性・効率化を高めるイメージがあるかもしれませんが、自治体でも取り組まれてお

り、地域社会のデジタル化に関する参考事例集が総務省から公開されています。実は高等学校の現場でも、

Teams や web教務システム、勤退管理システム、施設の予約システム等が導入され、本校の組織として

も、効率的な採点システムや Classiが導入されています。とはいえ、業務の効率化としてはかなりの遅れを

とっていると言わざるを得ません。また、山梨県の地域社会ではかなり DX 化が遅れていると感じます。急

速に進んだ ICT 化は個人に委ねられ、地域の DX 化は高齢者が多い山梨のような地域では厳しいのが現実で

す。課題も沢山あります。 



 

         「 兄弟 」                                      

                                                       6組担任 内藤孝行 

 私には４つ下の弟がいます。東京で働いているのですが、仕事が忙しいらしく、もう５年は会っていま

せん。そんな弟から夏に、LINE がきました。「７月２８日に入籍した。」の一言だけでした。私はおめで

とうという感情よりも先に、不安がよぎりました。弟は不安定な業種で、収入面が安定していないことを

知っていたからです。東京で二人でやっていけるのであろうか・・・？しかし、余計なことをいったら言

い争いになることはわかっていたので、私も「おめでとう。」の一言だけ送りました。兄弟とは不思議で、

同じ環境で育っているのですが、性格はまったく異なることが多いです。私は幼少期は内向的な性格で

したが、弟は外交的でよく人の中心にいるような人間でした。弟は中学と高校の６年間は柔道一筋で、甲

府工業では部長も務めていました。卒業後、私は地方の大学に進学しましたが、弟は周囲の反対をよそに

東京の専門学校へと進学していきました。内面の違い、さらには生活面の環境の変化から、次第に疎遠と

なり、冠婚葬祭でごく久しぶりに会うだけの関係へとなっていきました。なので、入籍したという連絡が

来ただけでも、私は驚きでした。近々両家の顔合わせがあります。お相手の方は沖縄の人です。初めて仕

事以外で沖縄に行けるかもとワクワクしていましたが、山梨で顔合わせをするようです。 

兄弟とは不思議です。他人でもなく友人でもなく、血がつながっている分、激しい争いが起こることも

あります。それでもずっと協力していかなくてはいけないんです。結婚は、彼なりに考えて決断したのだ

と思います。次に会ったときは、一人の大人として彼の決断を尊重し、心から「おめでとう。」と言いた

いと思います。 

 

私は学年通信で何を書いているのでしょうか？みなさん受験勉強がんばってください。 


